
入
札
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

問	

市
内
の
建
設
業
は
、
除
雪
等
冬
場
の

経
済
活
動
、
通
学
道
路
の
確
保
、
災

害
発
生
時
に
は
復
旧
活
動
を
行
う
な

ど
地
域
の
守
り
手
と
な
っ
て
い
る
が
、

平
成
17
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
業
者

の
減
少
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答	

市
内
に
本
社
の
あ
る
土
木
一
式
工
事

で
31
社
、
建
築
一
式
工
事
で
15
社
、

電
気
工
事
で
５
社
、
管
工
事
で
16
社

減
少
し
て
い
る
。

問	

建
設
業
者
の
減
少
に
よ
っ
て
除
雪
作

業
等
に
影
響
は
な
い
の
か
。

答	

建
設
技
術
者
の
減
少
が
続
く
中
、
除

雪
を
含
む
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
を
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て

い
く
目
的
か
ら
包
括
的
維
持
管
理
業

務
の
委
託
を
進
め
て
い
る
。

問	

除
雪
業
者
を
入
札
の
参
加
条
件
等
で

優
遇
す
る
な
ど
入
札
制
度
の
見
直
し

を
し
て
は
ど
う
か
。

答	

入
札
制
度
全
般
に
わ
た
っ
て
、
国
の

指
針
や
他
市
の
動
向
の
他
、
地
域
の

社
会
情
勢
、
経
済
情
勢
な
ど
を
踏
ま

え
、
総
合
的
に
研
究
、
検
討
し
な
が

ら
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も

必
要
に
応
じ
て
、
入
札
制
度
の
全
般

に
わ
た
っ
て
総
合
的
に
見
直
し
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
改
正
を
加
え
て
い

く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

コ
メ
の
需
給
調
整
は

問	

需
給
調
整
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

答	

大
豆
、
ソ
バ
、
飼
料
用
米
等
の
転
換

に
対
し
支
援
し
て
い
き
た
い
。

農
業
の
収
入
保
険
制
度

問	

米
価
が
下
が
り
続
け
れ
ば
底
な
し
沼

の
制
度
で
あ
り
岩
盤
策
が
必
要
だ
。

加
入
希
望
者
へ
の
今
後
の
対
応
は
ど

う
す
る
の
か
。

答	

制
度
の
内
容
に
つ
い
て
行
政
が
入
り

込
む
余
地
は
な
い
。
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
業
務
を
含
め
た
制

度
の
周
知
に
努
め
た
い
。

栄
地
区
と
下
田
地
区
を
結
ぶ

道
路
整
備
を

問	

下
田
方
面
と
栄
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
と
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
が
必
要
だ
。
道
心
坂
線
は
急
い
で

整
備
す
べ
き
と
思
う
が
今
後
の
対
応

は
。

答	

工
業
流
通
団
地
の
供
用
を
控
え
る
中
、

猪
子
場
か
ら
一
ツ
屋
敷
ま
で
の
国
道

８
号
の
完
全
４
車
線
化
が
最
重
要
で

あ
る
。
県
央
南
部
線
に
つ
い
て
は
県

央
地
域
全
体
で
検
討
し
た
い
。

道
心
坂
線
は
県
に
や
っ
て
も
ら
う
方

向
だ
が
小
規
模
な
整
備
は
対
応
す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
取
り
扱
い

問	

三
条
市
は
住
民
税
の
特
別
徴
収
税
額

決
定
通
知
書
の
事
業
所
へ
の
誤
送
付

が
３
名
あ
っ
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は

不
記
載
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答	

罰
則
は
な
い
が
法
が
改
正
さ
れ
た
の

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
て
通
知

す
る
。

　

第
４
回
臨
時
会
が
７
月
25
日
に

開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
前
任
者
の
任
期
満
了

に
伴
い
空
席
と
な
っ
て
い
た
副
市
長
の
選
任

に
つ
い
て
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全

会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

平成29年

第４回議 案 賛 否 一 覧 表  ○：議案に対して賛成
× ：議案に対して反対

会派名　  　 
（下段は所属議員数）

議　　案

自
由
ク
ラ
ブ

新

し

い

風

自
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党
議
員
団

公
明
党
議
員
団

市

民

の

会

議

決

結

果区分 番号 件　　名 概　　　要 8 6 4 3 2 2

〔市長提出〕

人　

事
議第１号 副市長の選任につ

いて
副市長に若山裕さんを選任する
もの ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

７
月
臨
時
会

小路での除雪作業

栄地区と下田地区を結ぶ道心坂線

ＱＡ＆
議員と

　　行政の

一
般
質
問

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

市政の　を問いました
  

日
本
共
産
党
議
員
団

議
第
１
号
三
条
市
農
業
委
員
会
の

委
員
等
の
定
数
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
反
対

　

条
例
は
、
法
律
改
正
に
伴
う
も

の
だ
が
こ
れ
ま
で
選
挙
で
選
ば
れ

た
農
業
委
員
で
構
成
さ
れ
、
農
地

の
権
利
、
転
用
の
許
可
業
務
を
行

う
な
ど
農
民
の
代
表
機
関
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
、
市
町
村
長
か

ら
独
立
し
た
執
行
機
関
で
あ
っ
た
。

任
命
制
に
な
れ
ば
、
そ
の
独
立
性

が
奪
わ
れ
か
ね
な
い
。
民
主
的
な

公
選
制
の
維
持
を
求
め
る
立
場
か

ら
反
対
。

認
定
第
１
号
平
成
28
年
度
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
反
対

　
一
般
任
用
職
員
報
酬
は
、
行
政
が

率
先
し
て
不
安
定
雇
用
を
進
め
る

こ
と
に
な
る
。
地
域
経
済
に
与
え

る
影
響
も
大
き
い
こ
と
か
ら
反
対
。

　

青
年
就
農
者
育
成
事
業
委
託
料

は
、
価
格
決
定
力
の
あ
る
農
業
者

を
育
成
す
る
目
的
で
県
外
の
先
進

農
業
者
に
委
託
料
を
支
払
っ
た
も

の
だ
が
、
研
修
生
は
１
人
も
い
な

い
中
、
年
間
３
２
４
万
円
も
支
払

う
こ
と
は
不
要
で
あ
り
反
対
。

　

さ
ん
じ
ょ
う
一
番
星
育
成
事
業

の
学
び
の
マ
ル
シ
ェ
は
、
難
関
大

学
を
目
指
す
エ
リ
ー
ト
養
成
を
目

的
に
民
間
の
塾
に
委
託
す
る
も
の

だ
が
、
事
業
開
始
以
来
、
受
講
者

数
は
４
割
に
満
た
な
い
状
況
で
あ

り
な
が
ら
、
委
託
先
、
委
託
料
の

見
直
し
は
な
く
、
随
意
契
約
で
継

続
し
て
い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
り

反
対
。

  

自
由
ク
ラ
ブ

議
第
１
号
三
条
市
農
業
委
員
会
の

委
員
等
の
定
数
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

こ
の
条
例
は
、
担
い
手
へ
の
農

地
利
用
の
最
適
化
に
資
す
る
観
点

か
ら
改
正
さ
れ
た
法
律
に
基
づ
く

も
の
で
あ
り
、
選
任
に
当
た
っ
て

も
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
踏
ま
え
任

命
す
る
と
さ
れ
て
お
り
反
対
す
る

理
由
は
な
い
。

認
定
第
１
号
平
成
28
年
度
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
は
、
普
通
交
付
税

の
合
併
算
定
替
え
の
減
額
が
始
ま

り
一
般
財
源
の
確
保
が
さ
ら
に
難

し
く
な
る
中
で
、
国
の
経
済
対
策

を
最
大
限
に
活
用
し
て
予
算
編
成
、

予
算
執
行
に
努
め
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
加
え
て
、
市
税
収
入
な

ど
の
自
主
財
源
の
大
幅
な
伸
び
が

見
込
ま
れ
な
い
中
、
実
質
公
債
費

比
率
は
お
お
む
ね
見
込
み
通
り
推

移
し
て
お
り
、
財
政
調
整
基
金
残

高
は
増
加
し
、
そ
の
他
の
財
政
指

標
も
適
正
な
状
態
で
あ
り
、
健
全

財
政
の
堅
持
に
も
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
を
確
認

し
た
。
反
対
討
論
で
述
べ
ら
れ
た

一
般
任
用
職
員
制
度
、
青
年
就
農

者
育
成
事
業
、
学
び
の
マ
ル
シ
ェ

な
ど
歳
入
、
歳
出
い
ず
れ
も
適
正

に
執
行
さ
れ
瑕
疵
が
な
く
認
定
す

べ
き
で
あ
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
健
全
な
行
財

政
運
営
を
通
じ
て
、
市
政
の
発
展

と
市
民
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
い

た
だ
く
よ
う
改
め
て
望
む
も
の
で

あ
る
。
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